チューリヒ美術館展
～印象派からシュルレアリスムまで～
国立新美術館（六本木）2014.09.25〜12.15　神戸市立博物館　2015.01.31〜05.10　
　「チューリヒ美術館」は、スイスを代表する美術館の一つで、中世美術から現代アートまで10万点以上の作品を所蔵しており、特に19世紀の印象派以降の近・現代美術のコレクションは、世界屈指の収集規模を誇るとされている。
　本展は、日本とスイスの「国交樹立150年」を記念する催事で、収集品のまとまった形での初公開は、印象派からシュルレアリスム（超現実主義）までの近代美術の歴史を辿るとともに、「ホドラー」「クレー」「ジャコメッティ」などのスイスゆかりの画伯の代表傑作「74点」が展示されている。
　「クロード・モネ」《睡蓮の池、夕暮れ》（1916〜22年油彩・カンヴァス　写真上）巨匠「モネ」は、60歳を過ぎてから30年にわたって、透明で色彩のない水面
に浮かぶ睡蓮、水辺の緑、空の色をモティーフとして多くの連作を描いている。本作品は、横幅６ｍもの巨大作で外部への貸し出しは２度目というお宝品で、
“紫がかったくらい水面に黄色やオレンジの夕日が映り、葉は背景に溶け込み、
写実的というより抽象画に近づいている作品”である。
　「セザンヌ」や「ルソー」など印象派の名作の部屋も注目されることに加え
て、「ゴッホ」《サント＝マリーの白い小屋》（写真左）、ゴーギャン《花と偶像の
ある静物画》（写真中）、セザンヌ《サント＝ヴィクトワール山》（写真右）など、
20世紀美術の巨匠の代表的な傑作が展示されているため見応えがある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルソー　《X氏の肖像》
